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中村学園大学流通科学研究所
第19回国際セミナー開催のご案内

拝啓 盛夏の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より、本研究所の研究活動につきまして、

皆様の格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、このたび下記のとおり、第 19 回国際セミナーを開催するはこびとなりました。

現在、わが国の食料自給率は（38％）、先進国の中では最低水準にあり、食料生産に必要な肥料や飼料も同様で

あります。また、外国為替が円安に進行する現下の状況や世界各地で起きる紛争（戦争）、異常気象がもたらすサ

プライチェーンの寸断は、食料品価格の高騰をもたらしています。政府は「食料・農業・農村基本法」を改訂し、

食料、飼料、肥料の自給率を高めていく努力を続けていますが、少子高齢化が進むわが国では、人手不足や担い手

不足といった問題にも直面しており、解決は容易ではありません。

そこで今回は、下記の共通テーマについて、識者のご意見を拝聴し、皆様とともに情報の共有化を図る機会に

なればと思い、本セミナーを開催いたします。  

敬具

日時 令和6年8月30日（金）13時～16時（閉会後、名刺交換会兼立食会実施）

場所 中村学園大学 4号館2階 4201教室 

共通テーマ 
近年の食料需給状況変化と食料安全保障

～食料・農業・農村基本法の改正を踏まえて～ 

第1部：現在の食料需給状況の変化と食料安全保障に関する現状報告 

九州農政局 次長 渡辺 裕一郎氏 

テーマ「九州農業と改正基本法について」 

アメリカ穀物協会 日本代表 浜本 哲郎氏 

テーマ「世界最大生産量の穀物－トウモロコシ－市場の現状と展望」 

南州農場株式会社 会長 石松 秋治氏 

テーマ「畜産現場の現状と中山間地での自給飼料生産の課題」 

株式会社ピエトロ 代表取締役社長 高橋 泰行氏 

テーマ「日本の食の未来のためにピエトロにできるささやかな取り組み」 

 第2部：近年の食料需給状況変化と食料安全保障に関するパネルディスカッション

参加費 無 料  

申込期限 

申込方法 

備考 セミナー終了後、会場を移動して名刺交換会兼立食会を実施いたします。(参加自由) 

問合せ先 

中村学園大学 流通科学研究所 

〒814-0198 福岡市城南区別府5-7-1 

Tel：092-851-5579（連携推進部(事務局)直通） 

E-mail：nakamace@nakamura-u.ac.jp（事務局：藤川・宗方） 

令和6年8月23日(金）までに右のQRコードよりお申し込みください。

（申込フォームURL：https://forms.gle/q8E65nrv1Q4bVeu56）

台風10号接近に伴い開催を延期いたします。



中村学園大学流通科学研究所

第19回国際セミナー講師プロフィール

講師：渡辺裕一郎氏九州農政局次長

1987年に農林水産省に入省後、生産局畜産部（乳製品調整官、畜産技術室長、畜産経営安定
対策室長）、大臣官房参事官（国際機構グループ長）、近畿農政局次長を経て、2023年から現
職。農畜産業振興機構にも出向（ワシントン事務所駐在員、理事）。 

講師：浜本哲郎氏アメリカ穀物協会日本代表

1985年から理化学研究所で黎明期の遺伝子組み換え技術の産業への応用を目指した研究を
11年間行った後、2006年まで、在京米国大使館農務部の農務スペシャリストとして、残留
農薬、遺伝子組み換えなどの食品安全・基準の規制についての日米間の調整に従事。

2008年8月よりアメリカ穀物協会日本代表として日本における米国産飼料穀物と関連製品
の市場開発と情報提供の責任者に就任し、現在に至る。東京大学農学博士。

講師：石松秋治氏南州農場株式会社会長

1976年南州農場設立に合わせ、卸問屋に勤務しデパート営業の基礎を学ぶ。
1978年南州農場入社。養豚作業に従事、主に現場の運営管理を任される。
1982年食品加工場を建設し六次産業化、事業責任者として運営管理。主に営業業務を行う。
2002年ミートセンター（と畜場）を建設し一貫経営体制構築、事業責任者として運営管理。
2021年南州エコプロジェクト設立。自給飼料の生産開始し地域社会との共存共栄を目指す。

講師：高橋泰行氏株式会社ピエトロ代表取締役社長

1994年、株式会社ピエトロに入社。
社長室長、海外事業部長をはじめ、通信販売部門や食品部門で責任者を務め、ピエトロの創

業者である村田邦彦氏の後継者として2017年に代表取締役社長に就任し、現在に至る。



台風10号接近に伴い開催を延期いたします。


